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ド
化

　

６
月
13
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
大
野
市
長
選
挙
で
、
再
選
を
果
た
し

た
岡
田
高
大
市
長
が
、
２
期
目
の
市
政
運
営
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

１
期
目
の
成
果
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

目次
二期岡田大野丸出航

子や孫に誇れるまちを
目指して

８月１日は水の日

市の象徴“湧水”再生へ
上水道　暮らしの水
を守る

山本副市長が退任／

新副市長に下河氏

平成23年４月採用職
員募集

築城430年祭
・ボランティアスタッ
　フと臨時職員募集

・参加者募集
　縁じょい430ミニッツ

・おおの城まつりに新
　息吹みこしとダンス
　で中学生が躍動

・イベント情報

市の決算まとまるなど

P２

P４

P７

P８

P12

〝
子
や
孫
に
誇
れ
る
ま
ち
〞を
目
指
し
て

二
期
岡
田
大
野
丸
出
航

田んぼで運動会
　阪谷小学校は７月10日、伏石
の田んぼで「ドロリンピック」
を開きました。
　同校のPTAが土や自然に親
しんでもらおうと企画したも
ので、今年で15回目の開催で
した。全校児童の約60人が参
加。リレーや綱引きなど４種
目に、児童たちは全身泥だら
けになりながら、競技を楽し
んでいました。
（７月10日　阪谷地区伏石の地
元農家から借りている学校田）
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本
市
に
は
、
人
や
歴
史
、
文
化
、

伝
統
、
自
然
環
境
、
食
な
ど
全
国

に
誇
る
魅
力
あ
る
素
材
が
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
素
材
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
、
元
気
が

あ
り
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、「
越

前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
」を
策
定

し
、「
越
前
お
お
の
総
ブ
ラ
ン
ド

化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
政
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
越
前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
に
掲

げ
た
施
策
は
着
実
に
遂
行
し
て
き

ま
し
た
。
中
で
も
中
部
縦
貫
自
動

車
道
は
、
本
市
の
成
長
の
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
で
あ

り
、
方
向
性
が
出
せ
た
こ
と
は
、

大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
越
前
お
お
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
取
り
組
み
で
は
、矢
地
区
の「
カ

タ
ク
リ
の
里
」や
丁
地
区
の「
ホ
タ

ル
の
里
」な
ど
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
市
民
発
信
の
活
動
が
出

て
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
越
前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
を
軸

に
４
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
を
推

し
進
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
越

前
お
お
の
型
農
業
を
確
立
し
て
農

業
を
底
上
げ
す
る
こ
と
、
中
心
市

街
地
活
性
化
、
地
下
水
の
再
生
、

教
育
理
念
に
基
づ
き
教
育
力
を
高

め
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
も
重

要
課
題
で
す
。
奥
越
に
は
、
心
筋

梗こ
う
そ
く塞
や
脳
卒
中
な
ど
で
生
命
が
危

う
い
患
者
に
対
応
す
る
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防

医
療
を
習
慣
化
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
、
医
療
機
関
の
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
同
時
に
、
国
道
１
５
８
号
バ

イ
パ
ス
と
中
部
縦
貫
自
動
車
道
は

「
命
の
道
」で
す
。
救
命
搬
送
の
時

間
短
縮
に
向
け
て
、
引
き
続
き
要

望
活
動
な
ど
に
力
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
任
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
う
と
同
時

に
、
責
任
の
重
大
さ
も
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
初
心
に
立
ち
返
っ

て
市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
財
政
の
厳
し
い
状
態
が
続
き
、

こ
れ
か
ら
は
市
民
力
と
地
域
力
が

試
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。
地

域
や
団
体
な
ど
が
、
自
主
的
に
取

り
組
み
や
す
い
仕
組
み
や
、
支
援

策
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
歴
史
や
文
化
を
さ
ら
に

は
ぐ
く
ん
で
、
後
世
に
伝
え
る
の

が
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
中
部
縦

貫
自
動
車
道
は
、
今
後
10
年
か
ら

15
年
の
間
に
ま
だ
事
業
化
さ
れ
て

い
な
い
区
間
も
含
め
て
、
全
線
供

用
開
始
に
な
る
で
し
ょ
う
。
市
民

力
と
地
域
力
に
よ
る
動
き
が
各
地

域
で
起
き
れ
ば
、
越
前
お
お
の
全

体
が
魅
力
あ
る「
道
の
駅
」に
な
り

ま
す
。

　
環
境
調
和
型
の
田
園
都
市
と
し

て
、
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

越前おおの元気プラン
（平成19～22年度の重点施策）

・人が元気　　・産業が元気
・自然が元気　・行財政改革

一
期
４
年
間
の
成
果

こ
れ
か
ら
の
抱
負

市
民
の

皆
さ
ん
へ

越前おおのブランド“ソバ”の花

整備が進む中部縦貫自動車道
（７月６日　中津川）
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金
森
長
近
公
は
、
各
所
か
ら
湧
き
出
る
水
を
ま
ち
づ
く
り
に
利
用
し
、
生
活
水
路
や
排
水
路

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
住
民
は
湧
水
を「
清
水(

し
ょ
う
ず)

」と
呼
び
、
飲
み
水
や
生
活
用
水
、

社
交
の
場
と
し
て
大
切
に
利
用
し
ま
し
た
。

　
４
３
０
年
の
時
を
経
た
現
在
も
本
市
は
、「
名
水
の
ま
ち
」と
呼
ば
れ
、
住
民
生
活
と
地
下
水

は
深
い
結
び
付
き
が
あ
り
ま
す
。
水
と
共
生
す
る
生
活
様
式
や
民
具
、
信
仰
、
伝
説
な
ど「
越
前

お
お
の
」特
有
の
湧
水
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

名
水
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
昭
和
40
年
代
ご
ろ
ま
で
豊
富
で
あ
っ
た
湧
水
は
、
涵か
ん
よ
う養
量
の
減
少
な
ど
水
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
昭
和
50
年
代
以
降
に
は
水
位
が
低
下
。
市
街
地
で
は
、
湧
水
の
減
少
や
枯
渇
な
ど
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
１
年
を
通
し
て
自
噴
し
て
い
る
湧
水
は「
中
野
清
水
」な
ど
わ
ず
か
で
、「
御
清
水
」や「
本

願
清
水
」も
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
状
態
で
す
。

枯
渇
し
つ
つ
あ
る
湧
水

　
市
で
は
、
湧
水
文
化
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
越
前
お
お
の
環
境
基
本
計
画
や

地
下
水
保
全
管
理
計
画
で
、
昭
和
50
年
代
の
地
下
水
位
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
年
を
通
し
て
御
清
水
観
測
井
の
地
下
水
位
で
1.2
㍍
未
満
、
春
日
公
園

観
測
井
で
5.5
㍍
未
満
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
い
ろ
い
ろ
な
地
下
水
保
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
保
全
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

地
下
水
保
全
へ
の
動
き

市の象徴“湧水”再生へ
８月１日は水の日

　「
水
」は
人
類
に
と
っ
て
貴
重
な
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
政
府
は
昭
和
52
年
、
水

の
貴
重
さ
と
水
資
源
開
発
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

８
月
１
日
を「
水
の
日
」と
し
ま
し
た
。
１
日
か
ら
の
１
週
間
を「
水
の
週
間
」と
し
、

全
国
で
水
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。
市
で
は
、
湧ゆ
う

水
の
復

活
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
水
の
週
間
」に
合
わ
せ

て
、
本
市
の
財
産
で
あ
る〝
水
〞に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

4 2010.8　広報おおの



▼
市
民
や
市
内
の
団
体
が
行
う
地

下
水
の
保
全
に
つ
い
て
の
活
動

へ
の
補
助

①
地
下
水
や
表
流
水
の
研
究
調
査

②
地
下
水
や
表
流
水
を
保
全
す
る

た
め
の
啓
発
活
動

③
地
下
水
の
合
理
的
利
用
や
節
水

す
る
た
め
の
施
設
整
備

補
助
率
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

限
度
額
　
①
と
②
は
10
万
円

　
　
　
　
③
は
50
万
円

　
地
下
水
位
は
、
い
ろ
い
ろ
な
対

策
に
よ
り
近
年
、
低
下
傾
向
が
緩

や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

回
復
傾
向
に
切
り
替
わ
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
本
市
の
象
徴
で
あ
る

「
湧
水
」の
復
活
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
の
保
全
対
策
を
継
続
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
越
前
お
お
の
環
境
基
本

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
豊

か
な
湧
水
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

　
こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
特
に「
湧
水
再
生
研
究
調
査

事
業
」に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

国
や
県
、
市
な
ど
の
関
係
団
体
が

連
携
を
強
化
し
、
調
査
と
研
究
を

〔
市
費
補
助
事
業
〕

▼
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
事
業

所
が
行
う
事
業
へ
の
補
助

①
水
量
測
定
器
の
設
置

②
地
下
水
循
環
再
利
用
施
設
の
整
備

③
節
水
型
機
器
へ
の
改
造

補
助
率
　
対
象
経
費
の
３
分
の
１

限
度
額
　
①
と
②
は
４
０
０
万
円

　
　
　
　
③
は
10
万
円

問
　
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
３)

進
め
て
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
立

案
。
湧
水
復
活
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
平
成
20
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で

10
回
の
会
議
を
開
催
し
、
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
新
規
観
測
井
の
設
置
や
水
田

湛た
ん
す
い水
圃ほ

じ
ょ
う場
の
土
壌
影
響
調
査
、
義

景
清
水
と
中
野
清
水
の
湧
水
量
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
湧
水
文
化
を
将
来
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
本
市
の
財

産〝
水
〞に
関
心
を
寄
せ
て
生
活
し

ま
し
ょ
う
。

地下水調査事業 468万円

地下水涵養対策事業 638万円

地下水関係の環境保全対策 473万円

地下水汚染対策事業　 140万円

平成21年度地下水の保全対策に2084万円

湧
水
の
復
活
に
向
け
て

大
切
に
使
っ
て
い
ま
す

地
下
水
保
全
基
金

地下水位動向を把握するため、27カ所の観測井で地下水位を観測し、地下水対策審議会の開催や地盤沈
下量の観測なども実施。

涵養地域である木本原地区で30㌶の水田を借り上げて、水田湛水事業を実施。木本原地区に設置してい
る透水性排水路の維持管理などを行いました。

市内を42ブロックに分けて水道法に定められた飲料水基準に準拠し、39項目の水質調査を実施。

平成元年に発生した有機塩素化合物による地下水汚染の浄化対策や追跡調査などを実施。

　
平
成
12
年
12
月
に
設
置
し
た「
地
下
水
保
全
基

金
」は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
、
着
実
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
本
基
金
は
、
市
民
や
市
内
の
団
体
が
行

う
地
下
水
保
全
活
動
へ
の
補
助
な
ど
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

“地道”に“着実”に保全活動
▼寄付金額（平成21年度）　2,230,686円

▼寄付者　越前信用金庫 様、有限会社南部酒造場 様
　ニチコン株式会社 様、福井システムズ株式会社 様、

　野田佳江 様、大野市職員共済会（順不同）

▼基金の残高   34,080,386円

▼基金の活用事例
　□研究調査・啓発活動　　　55万円（８件）
　□施設整備への補助　　　 143万円（７件）
　□地下水涵養事業　　　　 300万円（１件）
　□かん養源（森林）の保全　 56万円（１件）

地下水保全基金の状況（平成22年３月現在）

湧水再生研究調査事業　 365万円

水文化再生を目指して、関係機関と連携を強化し、地下水の調査、研究を実施。
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本
市
の
上
水
道
は
地
下
水
を

水
源
と
し
て
お
り
、
水
源
は
市

内
４
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
深
い

井
戸
で
す
。
そ
の
水
質
は
１
年

を
通
じ
て
良
好
で
安
定
し
て
い

る
た
め
、
特
別
な
浄
水
処
理
を

し
な
く
て
も
、
上
水
道
に
必
要

な
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
法
律
で
定
め

る
塩
素
消
毒
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
い
地

下
水
の
味
を
生
か
し
た
、
衛
生

的
な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
下
表
の
と

お
り
旧
厚
生
省
の「
お
い
し
い
水

研
究
会
」が
示
し
た
お
い
し
い
水

の
基
準
に
も
適
合
し
て
い
ま
す
。

　「
水
」
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
も
の
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
上
水
道
の
安
定

し
た
供
給
に
努
め
ま
す
。

問
　
上
水
道
課
業
務
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
５
１
）

おいしい水の水質基準

暮
ら
し
の 

　  

を
守
る

暮
ら
し
の

暮
ら
し
の

  

を
守
る

を
守
る

水

上
水
道

上
水
道

上
水
道

上
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市
街
地
を
中
心
に
本
市
の
多
く
の
家
庭
で
は
、
井
戸
水

を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
地
下
水

位
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
大
規
模
な
井
戸

枯
れ
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
で

は
、
主
に
井
戸
枯
れ
の
発
生
し
や
す
い
地
域
や
、
地
下
水

の
水
質
が
安
定
し
な
い
地
域
を
中
心
に
上
水
道
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

項目 おいしい水の条件 大野市上水道
（５月７日調査） 内　容

蒸発残留物 30～ 200㍉㌘／㍑ 92㍉㌘／㍑ 主にミネラルの量を示し、適度に含まれていると、
味にこくとまろやかさが出る

硬度 10～ 100㍉㌘／㍑ 53㍉㌘／㍑
主にカルシウムとマグネシウムの量を示し、硬度が
高いと口に残るような渋い味になり、低いと癖のな
い味になる

遊離炭酸 ３～ 30㍉㌘／㍑ 25.2㍉㌘／㍑ 水に溶けている二酸化炭素の量を示し、適度に含ま
れていると、さわやかな味を与える

過マンガン酸
カリウム消費量 ３㍉㌘／㍑以下 0.2㍉㌘／㍑ 水に溶けている有機物の量を示し、多いと異臭味を

与え渋くなる

臭気強度 ３以下 １未満 かびなどのにおいがつくと、水がまずくなる

残留塩素 0.4㍉㌘／㍑以下 0.18㍉㌘／㍑ 数値が高いと、カルキのにおいが強くなり、水がま
ずくなる

水温 20℃以下 16.0℃ 冷えていると、よりおいしく感じる
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採
用
予
定
人
員

▼
事
務
　
３
人
程
度
（
う
ち
身
体

障
害
者
対
象
１
人
程
度
）

▼
技
術
（
土
木
ま
た
は
建
築
）
　

１
人
程
度

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学

　
力
が
あ
り
、
昭
和
55
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
。
（
日
本
国

　
籍
が
な
く
て
も
可)

※
身
体
障
害
者
対
象
の
区
分
で
の

受
験
希
望
者
は
、
さ
ら
に
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

▼
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条

に
定
め
る
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る
▼
介
助
者

無
し
に
受
験
や
通
勤
、
職
務
が

遂
行
で
き
る

試
験
日
時
・
会
場

【
一
次
】
９
月
19
日
日
午
前
９
時

〜
正
午
・
有
終
会
館(
教
養
試

験
・
適
性
検
査)

【
二
次
】
10
月
24
日
日(

作
文
試

験
・
口
述
試
験)

申
込
受
付
期
間
　
８
月
２
日
月
〜

　
23
日
月(

当
日
消
印
有
効)

申
込
書
の
請
求
方
法
　
直
接
ま
た

　
は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

　
は
封
筒
の
表
に「
一
般
職（
○

　
○
）試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

　
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
た
も

　
の
と
１
２
０
円
切
手
を
添
え
て

送
付

※
カ
ッ
コ
内
の
○
○
に
は
事
務
、

技
術
の
い
ず
れ
か
を
明
記

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
、
写
真
を
貼て

ん

付ぷ

し
て

　
持
参
か
送
付

問
　
総
務
課
職
員
係

　
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６

　
大
野
市
天
神
町
１
ー
１

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１)

採
用
予
定
人
員
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学

　
力
が
あ
り
、
昭
和
60
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
（
日
本
国
籍

　
を
持
つ
人
に
限
る
）

試
験
日
程
・
会
場

【
一
次
】
９
月
19
日
日
午
前
９
時

〜
正
午
・
有
終
会
館(

教
養
試

験
・
適
性
検
査
）
、午
後
１
時
〜

４
時
・
消
防
本
部
（
体
力
試
験)

【
二
次
】
10
月
24
日
日
（
作
文
試

験
・
口
述
試
験
）

申
込
受
付
期
間
　
８
月
２
日
月
〜

　
23
日
月(

当
日
消
印
有
効)

申
込
書
の
請
求
方
法
　
直
接
ま
た

　
は
郵
便
で
請
求
。
郵
便
の
場
合

　
は
封
筒
の
表
に「
消
防
職
試
験

　
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

　
あ
て
先
を
明
記
し
た
も
の
と

　
１
２
０
円
切
手
を
添
え
て
送
付

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
、
写
真
を
貼
付
し
て

　
持
参
か
送
付

問
　
消
防
本
部
総
務
課

　
〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　
大
野
市
天
神
町
７
ー
14

　
（
☎
66
・
０
１
１
９)

平
成
23
年
４
月
採
用　

職
員
募
集

新副市長に下河氏 山本副市長が退任

　下河育太氏が７月13日開会の第369回市議会
定例会で、選任の同意がされたのを受け14日、
副市長に就任しました。
　下河氏は昭和50年に市職員となり、都市整
備課長、総務課長、議会事務局長を歴任。平
成21年４月からは総務部長を務めていました。

　山本一郎副市長が６月30日、退任しました。

　山本氏は昭和41年に和泉村職員となり、総務課

長や総括課長などを歴任し、平成14年６月からは

助役、平成15年10月からは村長を務めました。

　平成17年11月の市村合併後は、特別参与、平成19

年４月から３年３カ月副市長を務めました。

一
般
職

消
防
職

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
申
込
書
の
入
手
や
受
験

申
込
が
可
能
で
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。
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参加者
募集！

交流のキーワードは

“430”
みんなで作る!! 仲間と過ごす!!

実行委員会主催事業

縁じょい430ミニッツ
なで作る!! 仲間と過

-enjoy-

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
向
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
臨
時
職
員
募
集

　若者たちの交流イベントを開催します。築城430年祭に合わせて「みんなで作る！！仲間と過ごす！！
縁じょい（enjoy）430ミニッツ」と名付けた１泊２日の催しです。

臨
　
時
　
職
　
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

日時　９月25日土午前10時30分～26日日午前11時　　場所　奥越高原青少年自然の家
内容　①みんなでバーベキュー　②430年祭をテレビで宣伝する映像作りに参加　③ディナーバイキング
　④ショットバー＆ミニカフェコーナー
対象　20歳から39歳までの独身男女（市内、市外在住は問わない。
　ただし市外在住参加希望者は本市に興味があるか住んでみたい人に限ります）
定員　100人（先着）　　参加料　3,000円
申込方法　住所、氏名、生年月日、電話番号を電話かファクス、Ｅメール
締切　９月９日木　　
問　430ミニッツイベント事務局（☎66・1111内線555）　
　FAX66・1147　Eメール　enjoy430min＠city.fukui-ono.lg.jp

　

10
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
、
ま
ち
な
か
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
く「
越
前
お
お
の
魅
力
体
感
展
示
館
」

の
案
内
係
と
し
て
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
、
原
則
と
し
て
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
で
、
事
業
所
の
業
績
悪
化
な
ど
に
よ
り
中
途

解
雇
や
継
続
雇
用
の
中
止
な
ど
で
離
職
し
た
非
正

規
労
働
者（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員

な
ど
を
含
む
）や
中
高
年
齢
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

勤
務
は
期
間
内
の
15
日
間
で
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
30
分
ま
で
の
う
ち
８
時
間
で
す
。

賃
金
に
通
勤
手
当
を
加
え
て
支
給
し
ま
す
。

事
業
名　

越
前
大
野
城
築
城
４
３
０
年
祭
メ
ー
ン

　

イ
ベ
ン
ト
推
進
事
業

職
務
内
容　

展
示
館
の
案
内
業
務
、
軽
作
業
な
ど

定
員　

40
人

雇
用
期
間　

９
月
27
日
月
か
ら
10
月
24
日
日
ま
で

賃
金　

１
日
当
た
り
５
，
６
０
０
円

問　

築
城
４
３
０
年
祭
事
業
推
進
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
６
６
）

問
【
求
職
に
つ
い
て
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　
（
☎
66
・
２
４
０
８
）　

　

10
月
９
、
10
日
に
越
前
お
お
の
結
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
で
展
開
す
る「
記
念
パ

レ
ー
ド
」や「
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
・
ふ

る
さ
と
お
ま
つ
り
広
場
」を
手
伝
っ
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

職
務
内
容　

イ
ベ
ン
ト
に
係
る
軽
作
業

　

や
案
内
業
務
な
ど

職
務
時
間　

①
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

②
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　

③
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
て
、
築
城
４
３
０
年

　

祭
事
業
推
進
室
に
持
参
か
郵
送

締
切　

８
月
31
日
火

そ
の
他　

申
込
用
紙
は
築
城
４
３
０
年

　

祭
事
業
推
進
室
に
置
く
ほ
か
公
式

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
取
得
も
可

　

能
。
申
込
者
に
は
事
前
説
明
会
を
実

　

施
し
ま
す

問　

築
城
４
３
０
年
祭
事
業
推
進
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
６
６
）
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４
基
の
み
こ
し
を
担
ぐ
の
は
、

３
６
０
人
の
中
学
生
で
す
。
み

こ
し
担
ぎ
と
と
も
に
、「
越
前
お

お
の
」の
四
季
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

編
曲
さ
れ
た「
大
野
音
頭
４
３
０

年
祭
バ
ー
ジ
ョ
ン（
仮
称
）」
に

の
っ
て
、
中
学
生
た
ち
が
元
気

に
踊
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
曲

で
は
尚
徳
中
学
校
の
生
徒
が

コ
ー
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
み
こ
し
に
は
、
中
学
生
ら
し

さ
を
表
し
た「
絆

き
ず
な

」や「
翔

し
ょ
う

」な
ど

の
文
字
を
書
い
た
銘
板
が
設

し
つ
ら

え

て
あ
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
、
若

者
ら
し
く
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
基

に
し
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り

で
す
。

　
中
学
生
た
ち
は
、
若
い
力
で

越
前
お
お
の
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
体
育
の
授
業
や
夏
休
み
期

間
中
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
き

ま
し
た
。
当
日
は
会
場
で
温
か

い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

問
　
教
育
総
務
課
指
導
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
２
１
）

お
お
の
城
ま
つ
り
に
新
息
吹

　
　〝
み
こ
し
〞
と
〝
ダ
ン
ス
〞
で
中
学
生
が
躍
動

日時　８月14日土 午後２時20分～３時
場所　六間通り

熱心にダンス指導する
森田真由さん（上荒井）

「祭にふさわしく、見栄えがあるダ
ンスに仕上げたいですね」と話して
くれました。

　
今
年
の
第
43
回
お
お
の
城
ま
つ
り
は
、
築
城
４
３
０
年
祭

の
実
行
委
員
会
支
援
事
業
と
し
て
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。〝
祭
〞の
新
規
イ
ベ
ン
ト
に
、
市
内
５
中
学
校
の
生
徒
が
、

４
基
の
み
こ
し
を
担
い
だ
り
ダ
ン
ス
し
た
り
す
る「
中
学
生
み

こ
し
・
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」が
あ
り
ま
す
。
８
月
14
日

は
、
中
学
生
の
躍
動
を
会
場
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

新しい伝統文化の創造を目指して
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第43回おおの城まつり

　越前おおの夏の風物詩「おおの城まつり」を、例年以上に内容盛りだくさんで開催します。
実行委員会支援事業

　中世から近世にかけて築かれた寺院が並ぶ寺
町通りで開かれる「てらまち万灯会」は、おおの
城まつりとともに夏の風物詩となりました。約
700㍍の通りにいろいろな願いが込められたろ
うそくの灯

あ か

りが、幻想的な空間を演出します。

実行委員会支援事業

日時　８月10日火午後７時～９時
場所　学びの里「めいりん」
問　産業政策課政策推進係
　（☎66・1111 内線 392）

　養老孟司さんが、本市の今後進むべき方向に
ついて、考え方や思いを講演します。

市主催事業

越前おおのブランド大使
養老孟司講演会

期間　８月８日日～22日日
場所　平成大野屋平蔵
問　文化課文化係
　　（☎66・5410）

　越前大野感性はがき展は、これまで「水」「森」
「空」「川」「山」「星」をテーマに開催してきま
した。築城430年祭に合わせて、これまでの各
最優秀作品など約120点を展示します。

実行委員会支援事業

越前大野感性はがき展作品展示

期間　８月13日金～16日月
場所　真名川憩いの島、越前おおの結ステーション、六間通り、亀山公園
内容　13日の花火大会は、約6,000発の花火が夏の夜空を美しく彩ります。（14日は花火大会予備日）
　14日は中学生みこし・ダンスパフォーマンスを新たに開催。15、16日の越前おおのおどりのほか、
　築城430年祭特別イベントとして、金森長近公の正室「お福の方コンテスト」やおおの城ライブ、戦
　国ステージなども開きます。詳しくは全戸配布物のパンフレットを見てください
問　おおの城まつり実行委員会（商工会議所内☎66・1230）

430年祭イベント情報

てらまち万灯会

月日　８月15日日、16日月
場所　寺町通り
問　市観光協会
　　（☎65・5521）
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竹あかりコンテスト

日時　８月７日土午前10時～午後３時
場所　石灯籠通り特設会場
問　三番通り商店街　山内さん（☎66・2389）

　魚のつかみ取りや金魚すくい、ヨーヨー釣り
などのお楽しみイベントや、たこ焼き、焼き鳥
などの屋台が出店します。

実行委員会支援事業

夏の三番カッパまつり

　大昔から、奈良の都の広大な荘園として注目
された「小山の里」。小山の荘地域を巨大航空写
真で展示し、各集落の歴史や文化、城、人など
を紹介するパネル展を開きます。歴史を知るこ
とで、新たに故郷の魅力を感じてみませんか。

市民自主事業

小山の里特別展
－小山の古から未来へ－

期間　８月13日金～15日日
場所　小山公民館
問　小山の里づくり実行委員会
　　（小山公民館内☎66・2468）

　市内の手打ちそば愛好団体が複数出店し“お
ろしそば”の対面販売を行います。大野産玄ソ
バの風味とコシのあるめんを楽しんでくださ
い。地元の農産品加工グループによる加工食品
や農産物などの販売もあります。

実行委員会支援事業

越前おおのそばまつり2010

日時　８月22日日午前10時～午後３時30分
場所　有終会館
問　越前おおのそばまつり実行委員会
　（農業農村振興課内☎66・1111内線315）

日時　８月12日木午後６時～午後９時
場所　春日商店街と春日神社
問　春日商店街　山田さん　
　　（☎66・4247）

　宝探しや金魚すくい、ヨーヨー釣り、盆踊り
などの催しのほか、川柳大会入賞作品の展示や
あんどんで商店街を彩ります。

実行委員会支援事業

旧盆ふるさとまつり

月日　10月１日金、２日土（小雨決行）
場所　五番商店街
定員　20チーム（１チームの人数は問わない）
参加料　無料（材料代は各自負担。希望者には
　長さ３㍍の竹材を10本まで支給）
副賞　かぐや姫賞　１点　賞金５万円
　月あかり、星あかり、夢あかり賞　賞金２万円
受付期間　８月１日日～９月５日日
問　五番商店街振興組合（☎66・5597）

　中秋の夜を竹の灯
あ か

りと夜市で演出します。五
番商店街に竹のオブジェを並べてみませんか。

市民自主事業

越前大野城築城

月日　８月７日土、８日日
場所　奥越ふれあい公園、
　真名川憩いの島
問　市少年サッカー連盟
　　（☎66・2139）

　県内外から多くのチームを招待して、２日間
少年サッカー大会を開催。ひたむきにボールを
追いかける少年たちを応援してください。

市民自主事業

第29回大野名水カップ
少年サッカー大会

作品
募集
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市民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ税

入湯税

都市計画税

16億512万円

20億2423万円
8524万円

1億7716万円

816万円

1億3390万円

特別会計

企業会計 民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする会計
です。本市の場合、水道事業が該当します。

特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかにする
ために設けられている会計です。

事　業　名 予算現額※
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 割　合 支出済額 割　合

国 民 健 康 保 険 392,162 402,341 102.6㌫ 383,208 97.7㌫

和 泉 診 療 所 11,849 11,663 98.4㌫ 11,663 98.4㌫

老 人 保 健 3,742 3,752 100.3㌫ 3,607 96.4㌫

後 期 高 齢 者 医 療 37,865 37,278 98.4㌫ 37,099 98.0㌫

介 護 保 険 316,533 313,953 99.2㌫ 310,742 98.2㌫

簡 易 水 道 18,393 17,152 93.3㌫ 14,768 80.3㌫

農 業 集 落 排 水 53,080 52,287 98.5㌫ 49,614 93.5㌫

下 水 道 169,205 134,872 79.7㌫ 134,472 79.5㌫

合　　　計 1,002,829 973,298 97.1㌫ 945,173 94.3㌫

収　支　別
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 割　合 予算現額 支出済額 割　合

収 益 的 収 支 13,723 11,990 87.4㌫ 13,737 11,742 85.5㌫

資 本 的 収 支 7,750 7,179 92.6㌫ 16,548 15,166 91.6㌫

基金・市債・市税負担の各状況 ※平成22年３月末現在の人口（37,594人）と世帯数（12,144世帯）で計算

※市民税は法人税を含む

市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 現在高： 65億3032万円 17万3706円 53万9072円

市債（借金） 現在高：131億2969万円 34万9249円 108万3844円

市税負担 決算額： 40億3381万円 10万7299円 33万2988円

　予算は年度当初、その年度に予定する事業を盛り込んで作成する当初予算と、年度の途中で必要に応じて追加や減額する補正
予算の２種類があります。前年度に予算が組まれながら、何らかの事情で終了しなかった事業を繰り越して執行する場合もあり
ます。予算現額とは、当初予算や補正予算、繰越予算の合計であり、その年度に執行するすべての事業の基となる予算の全体を
表します。

（単位：万円）

（単位：万円）

※用語の解説　予算現額

市税の内訳

　平成21年度は、国の経済・雇用対策によ

る「臨時交付金等」により、一般会計の決算

額は平成20年度と比較し、約25億円増えた

よ。国の臨時交付金などを活用して、重点

施策を実施できたよ。
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一般会計【歳出】

歳出内訳 予算額 支出額 支出割合

総務費 275,031 257,185 93.5㌫

民生費 390,837 379,714 97.1㌫

衛生費 189,173 178,730 94.4㌫

農林水産業費 138,388 131,688 95.1㌫

商工費 108,210 103,237 95.4㌫

土木費 250,554 221,999 88.6㌫

教育費 283,061 237,093 83.7㌫

公債費 192,775 192,529 99.8㌫

その他 110,138 106,442 96.6㌫

合　計 1,938,167 1,808,617

　一般会計の歳入総額は、187億9171万円で前年度と比べて13.9㌫の増となりました。

　右のグラフのとおり歳入のうち最も大きなものが地方交付税で、全体の32.7㌫を占めています。自主財源の中

心である市民税や固定資産税などの市税は、40億3381万円で全体の21.5㌫でした。

　このほか市の借入金となる市債は14億780万円で、一般会計の平成21年度末現在高は131億2969万円となりま

した。

　一般会計の歳出総額は、180億8617万円で前年度と比べて16.0㌫の増となりました。

　目的別の決算では民生費や総務費が大きな割合を占めました。

市税
21.5㌫

国庫支出金
14.4㌫

県支出金
7.7㌫

繰入金
1.1㌫

諸収入
2.8㌫

市債
7.5㌫

その他
12.3㌫

地方交付税
32.7㌫

歳入

総務費
14.2㌫

民生費
21.0㌫

衛生費
9.9㌫

歳出

農林水産業費
7.3㌫

商工費
5.7㌫

土木費
12.3㌫

教育費
13.1㌫

その他
5.9㌫

公債費
10.6㌫

市の財政状況
　平成21年度の決算がまとまりました。皆さんの暮らしと密接に関係する「市の
家計」。納めた税金の使われ方や基金・市債などの概要をお知らせします。

歳入内訳 予算額 収入済 収入割合

市　税 399,414 403,381 100.9㌫

地方交付税 615,513 615,513 100.0㌫

国庫支出金 318,186 269,766 84.7㌫

県支出金 148,309 144,946 97.7㌫

繰入金 20,783 20,474 98.5㌫

諸収入 53,127 53,311 100.3㌫

市　債 150,670 140,780 93.4㌫

その他 232,165 231,000 99.4㌫

合　計 1,938,167 1,879,171

（単位：万円）

（単位：万円）

一般会計【歳入】
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